
 令和 8 年度 常葉大学・常葉大学短期大学部 

  第 3 回ＦＤ・ＳＤ研修会（全学共通研修会）報告  

 

日  時  令和 8年 9月 16日（水） 15時 10分～16時 15分 

研修内容  「災害における心理と行動」 

講  師  常葉大学 環境防災研究科・社会環境学部 河本 尋子 教授 

場  所  常葉大学静岡草薙キャンパス  Ａ201教室 

静岡瀬名キャンパス  大会議室 

          静岡水落キャンパス  204教室 

浜松キャンパス    601教室 

出席者数  常葉大学静岡草薙キャンパス  168人 

          静岡瀬名キャンパス    13人 

      静岡水落キャンパス    62人 

          浜松キャンパス     112人 

          法人本部・附属園     8人 

          合 計        363人 

※出席者数には、オンライン（Zoom）による視聴者、短大部教職員も含む。 

 

令和 8年度第 3回ＦＤ・ＳＤ研修会（全学共通研修会）を開催した。 

昨年度に引き続き「防災」に関連して「災害における心理と行動」をテーマに、本学

環境防災研究科・社会環境学部の河本尋子教授による講演を実施した。 

河本教授は、南海トラフ地震などの大規模災害の心理的影響について説明し、ライフ

イベントの変化、認知バイアス（正常性バイアス・同調バイアス）、ヒューリスティク

ス、特にアンカリング効果が避難行動に与える影響について詳しく解説した。 

講演では、東日本大震災や台風災害の被災者へのインタビュー事例を用いて、直面し

た心理的課題と適応の過程が紹介された。講演の最後には、災害後の生活再建支援の情

報として、WEBサイト「ひさぽ」で提供されている被災者生活体験カードといったツー

ルの活用が呼び掛けられるとともに、「被害の記録」の重要性が強調された。 

今回の研修は、人間が持つ心理的な特性を知っておくことが適切な対応を可能にする

第一歩になる、ということを深く学ぶ機会となった。今後も、組織としての防災対策の

強化と教職員個々の防災意識の醸成を図るため、本テーマによる研修会を継続して実施

する予定である。 


